新しい企業像懇談会のお知らせ

拝啓　初秋の候　朝夕はさすがに凌ぎやすくなってまいりました。　先生方におかれましては、益々ご清祥の事とお慶び申し上げます。
　さて、以下の要領で研究会を開催することにいたしましたので、お知らせ致します。　ご関心をお持ちの方は、万障お繰り合わせの上、是非ご出席下さいますよう心よりお願い申し上げます。

記
◇日時 ： １０月３日（土） 午後２時００分～

◇会場 ： 立教大学 12号館4階・第1+2共同研究室（4階受付の隣です。）

◇主題 ： 「新しい企業像懇談会の設立･今後の運営」
◇連絡先： 〒171-8501東京都豊島区西池袋３－34－１

　　　　　　　　立教大学12号館-515号室 気付
　　　　　　　　E-mail：uchino@rikkyo.ac.jp
　　　　　　　　TEL：03-3985-2328
新しい企業像懇談会設立趣旨
2009年10月3日

　21世紀の企業像は、少子高齢化や 環境問題の深刻化を背景として、利潤追求型 （収益性）から豊かさ追求型（人間性･社会性）へ重点を移しつつある。 豊かな社会経済を築くためには、これまで以上に細やかで質の高い公共サービスを提供しなければならず、公器としての企業の存在が注目を集めている。
　ここで、企業と社会の関係については、企業は市場の中の、社会の中の存在であり、それらに包摂されるものと考えている。すなわち、企業が主となり、市場を、そして社会を支配するのではなく、 社会が市場を、そして企業を調整･規制するものと発想を転換している。

　企業をモノ（原材料）、ヒト(労働力)、カネ(資金)、情報という４つの経営資源に分けて考えられてきてから久しいが、収益性、人間性、社会性を同時に実現させ、３者の調和を図る、新しい企業像が確立されているとはいえない。
　そこで、当会では、企業像を研究の基軸として措定するが、会計、経営、租税、行政、医療、福祉、教育等の領域の学際的な知見に基づいて、社会経済のあるべき姿を追求することを目的とする。 ここでは、企業を、社会、市場に存在するさまざまな組織 ―― 行政機関、公企業、NPO、学校、病院、協同組合等 ―― の中のひとつと位置付けて、企業に関わる諸問題を社会における資源の最適配分（所得の再分配）としての租税の視角から取り上げる。当会での議論を通して、研究部会設立へと収斂させることになる。
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